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中部絹糸腺内の絹物質の分裂性に就て

荻原清治
Kiyoharu OGIWARA, Studies On the Lousiness in Silk III

The Splitting Quality of Silk Fiber（Tegusu）was 

maked by Liquid Silk in the Middle Silk Gland

（1955年工2月10日受理）

　　　　　　　　緒　雷　　　　分鍛鮎囎翻轡デl！劉軌騨
藩者は既にラウジネスの生成は絹繊維の分裂性が璽要　　　認易　一一　　±　　　＋　　十　　冊　　IHl

fa　一一因子であることを指摘した（1）。この原因として液状

絹が繊維化する場合の絹分子の酉己列度の良否を据摘し

た。また吐糸時に分子の配列度に関係することとして繊

維形成時の液状絹の熟度（広義），伸長倍数，齢引速魔

等が重要であることを指摘①した。そして液状絹の羅

引がcip迄（凝固増大点）行わオzて繊維が形成されると

分裂性は急増して来ることも指嫡した。

　本研究では液状絹を種々な条件でcip迄羅引した場

合，絹繊維の分裂性が如何様に変化するかに就て，ω絹　　　　　　　　　Fi悪・1　中膏B糸腺の区分

繍邑物蜘鞭，12開細内働質の燗綿（麟　　　　鰍結果及考察
盤の雌雄i別，（4）品種別等の材料を用いて行つた結果を報

告する。本実験に用いた材料は木学竹田研究簸の御静意　　　　（i）　絹糸腺の熟廣と分裂性

によつたものである。鵠して同研究鍵の沓位に深甚な謝　　　　熟度の異なるものとしては・（1｝未熟蚕，（2）過熟i褻，（3）

意を表する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吐糸抑制の儘放罹したもの㈹，（4）ALL簸の吐糸をさせた後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の残留絹糸腺等を用いた。

　　　　　　　　材料及粟験方法　　　　　　　　　　　Tab累e　1，　The　splitting　quality　of　liquid　silk

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　under　grown　silkworms．
　1．材　　料

料とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n”tt　『

2．実験方法
1　　　－

2　　　　－・一

々処定の灘の轍で処定1輝宛浸漬処理を行つた衝　　4　一
水洗，濾紙で脱水をした，次に第一図のような4区に区　　　一一一一一t－一一・・t－一．t一

十

生唾体から抽出した欄繰（何牙zも瀬）各 @・一一一＋－1
十 十

十　　一

斗　　一

十　　　一

［

烈一
分。，大体、、mt秒欄臓でそれぞれ。・p迄牽引　・・e・1－・1±1…－i－H十

しその麟燥固定した・次・…5％のマ・・セ・レ磁を用　・・曲1H・1＋1副lii
い80分間煮沸舗を行い水洗乾燥した御0倍の拡大鏡　R，m、rk、、S、mp1。。，ed，　Ch。k。×Shi。wa

を用い，繊維上に現われる分裂繊維を観察した。分裂度　　　　　　　　5Cm／sec．　in　stretching　vel㏄lty

墜塗塑三牲ヨ瓶＿＿＿．＿＿＿＿　来鞭の絹継峨を度慨纐のもの、比較して低、、

＊信州大学繊維学部　製糸原料学研究箋　　　　　　　　　　ことは既に明㈹かにされている。そしてまた吐糸絹の分
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裂性が低く，ラウジネスの発生が少ないことも報告（fi）さ　　　　Table　4・The　splitting　quality　of　liquid　silk

れているものが多い。上の爽験結果は未熟璽区に於て対　　　　　　afte「sPun　t°si！k　fibe「of　some　weight°

照区よりも少なくなつている。また各区毎に比較すると　　　Wt，　of　spinning

第4区に於て急増しており，この傾向は以下笑験に用い　　　　　tQ　silk　fiber

た総ての材料で一致している。酷酸の両浸流区で0，2％　　　＿＿＿＿一　　（9）

区は穂々発現し，1％区は全く発現を見なかつた。これ　　　0（control）

ぽ後脅に於て第一次の凝固が過度となり搬引中に大部分　　　　0・09

の分子の配列がよくt、らない葡セ・～欄して来る髄と考　゜・1

える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．％（a）
　Table　2・　The　splitting　quality　of　liquid　silk　　　　　　　O．25（b）

　　　　　of　over－－grown　silkworms，

edivlslon　o・
@　　　　　鵬iddle　81and

　1meo
唐狽??垂?п@in

n．2％CH8　　　COOlI

No．　1　ドo，　2　No。　3　No．　4

Wt．　of　silk

р?圏ﾊver　out

@　　　　鑓

The　Division　of　middle　gland

No，1

±

十

十

±

十

o・25（c）　　1　一

No，2

十

十

十

±

十

No，3

十

十

十

十

・ト

升

十

No，4

1｛ト

十

十

十

→卜

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wt・of　silk　　　　Remarks：　Sample　used

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　del量ver　out　　　　　　　　Choko×Shinwa　in　late、　autumn

，．．一．．一．tht．一．一
@　＿＿＿＿＿＿．一＿．＿＿＿＿＿＿＿＿理＿＿＿　　　　　　　　Treated　in　O，2％CH恥GOOH，5min．　steeped，

　　2mln　　＿　　．＿　　＿　　→卜　　　0，1　　　　　　　　　　　5cm／sec．　streヒching　vel◎city

　　5min　　　一ト　　 ーll一　　斗1十　　tl｝F　　　O。15

…㎜…層凪…’…｝　四｝……　…一……tt @tttunt…t’t『tt @”’…ヒ“…一一圃　　　　熟蚕が吐糸を始めると残留絹糸腺の熟魔は滅じて来る

恥燃 |識鍛i盟鑑IL　1°8 @11し膝鑑纏搬鱗輕蟹豊オ臨よ
この徹か硯て過瀬醗裂性が彊鞍り，Lかも5　る．5醐・剛芝内に貯わえられてい徽糠1は5㈱期

分齪波区蔽も好条件に近いこと婦した諒削・勅　から鞭雰りj迩紛泌貯燃れ規ので姉，従つて鞠
行うと分裂性が次第に前力に移動して行くことも示して　　に分泌されたもの程熟鹿に進んでいると考えられる。吐

いる・　　　　　　　　　　　　糸が始まると熟度の進んだ部分からpLU｝され腺内のもの
　Table　3・The　sp！itting　quality　of　li‘luid　silk　　　　はli匝次前方に移動す為，そしてある量が吐糸された対照

　　　　・fspi・n量ng　st°PPed　silkw°「ms・　　　区の第4区の絹膿は1嫌1黒の第1凶聯つていること

Tim，。f　　　’e　lv！搬＆，、1、。d　e・なる・

　　　　・p・nni・…t・PP・d恥・1・…1・…陣分菰茎灘話灘碧慶募灘灘搬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帯　　区に略等しくなければならない。しかるに前表では吐糸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　区の第1区の分裂性は対照区の分裂憐より何れも低いの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一、　　　このことから考えて分裂性は熟度の相異と，各区に於

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±　　ける凝固作用の強弱（同一酸浸漬）および適否とが指摘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　されるのである，第2表及次に述べる第5表からも・この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係がわかるのである。
Re孤a「ks女ﾙ1器、。。u，。mn　　　（ii）絹糸腺・渤騨理鮒・分裂性

　　　　　Treatd　in　O，2％GH3COOH，4min．　steeped，　　A，浸濱蒔間を変えた場合の分裂性（正常熟蚕使用）

　　　　　5cm／sec・in　stretching　velocity　　　　　　　　病蚕の絹物質の熟魔が低く，また此の牽引物の分裂性

　吐糸を抑制すると絹糸腺内容物の熟慶は低下㈹する，　　　が低いことおよび吐糸絹糸のラウジネスの少ないことは

従つて抑制時間の長い程同・一一・条件で牽引した場合の分子　　　既に著蕾が（T）報告した所である。第6衷の結果からも全

配列は低下し，分裂性も低下して来る，印ち吐糸時の絹　　　く同じことが言える，そして正常の熟蚕では最も分裂度

物質の熟度が支配的な因子となつていることを明示して　　　の高い第4区に於ても極めて少ないことは注目すべき問

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題である9
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Table　5．　The　splitting　quality　of　Iiquid　sillζ　　　　　　Table　7，　The　relation　betwee蔦the　splittingr　quality

　　　in　case　of　changed　to　time　of　treatment　　　、　　　and　degree　of　sヒretching　Qf　li｛luid　silk

of　mate㎡als（fu！l　g『own　silkworms）

①ユﾏ・°f　steGrP・d　rVh・D・・…。・・f・miCldl，　gl、。d　Deg「ee°f．

mO。2％　　　　・・　　一一一

　CHnCooH　No・1 No．2

2皿in。　　　　一　　　　一

5　　〃　　　　　一一　　　　十

10　〃　　　　　一

掬二坐蔓　一一・響野

　刷　　　　十　　　　　　　　　　　　7×

＋　IH卜　　（・ip）9．5×
　±　　　　　十　　　　　　　一一一一　　一・一

The　Divisioll　of　mid（lle　glancl

No．1 No，2 No．3　　No．4

十 冊

灘m薦爾噸國…舶，ニー一〒｝一一「Rema「k8｛、1麗、瓢i＿、。m。　S，，叩。d、n

　　　　Nichi．　1，15×C卿8　m・p・lng・　　　　　・．2％α潤0・1・1，　5mi・。　ciP－C。、t，T。1、ti。。

　　　　　5・m／sec・st・et・h1・理vel・c1ty　　　』　　　　incre・sin拷P。int・

Table　6．　The　splitting　quality　of　Iiquid　silk　　　　で簾があr）てもこの都分彰こよる陥入は堵えられない，ま

　　　　in　case　of　changed　to　time　of　treatment　　　た請家が1雪うよう1こ壌の形成は中部糸腺のllI位（本試料

　　　　゜f　mate「ia1S（N”nka－－sickness）　　　で鵬2区聯31翼）瞳く行われる，しか雛こ曝

Time　of　steeped

inO．2％

　　CHsCOOH
3　min。

5　　〃

10　rt

15　”

The　Divisic⊃n　of　midd！e　g工and　　　験では櫻形成の少ない（鍵際の試料にも第2区第31嵐に

唖11N・・21N・）・・3

±

土

R鋤a「ks：sample　used　H・｝・ub・×T…y・in　summ…　で凌、る縣腺の液状継それぞオ、螺劃ll。撫鮒。

　　　　　5cm1Sec・St「ed蝿Vel°c’ty　　　獺し，従つて分羅も高いのではないかと擬さオ、る

　以上の第5表から第6表迄の結果を見ると分裂性は何　　　のである。繭糸に於て1よ吐糸速度（10）も盤があるので，こ

れも第1区から第4区へと高まつており，特に第4区に　　　の影響もうけることは勿論である，そこで雌雄蚕の絹糸

・於て著増している，そしてまた第5表からは分裂性の高　　　腺をとり同一条件で処囎し，牽引した絹物質の分裂性を

まる好適な浸漬特聞のあることがわかつた。また病蚕使　　　求めたのである。

用の爽験では蚕の病気によつて液状絹の熟魔が低下し分　　　　爽験の結果は前述の推定を極めて良く肯窟しているの

裂性も著しく弱められることを知つた。この原因は単な　　　である。即ちcipの牽引倍数は3区何れも少なく，分

る熟度の低下のためか，絹分子の構造上の変化を起した　　　裂性は窩いのである。このように液状絹の熟度が高く，

ためか今後検討すべき’点である。　　　　　　　　　　　　　しかも吐糸速度が速いのであるから筆看の推諭からすれ

B．絹糸腺の牽引倍数を変えた場合の分裂性・　　　　　　ぱ当然繭糸のラウジネスは多くなると雷うことが繊来る

　この実験によつてわかることは牽引倍数によつて分裂　　　のである。筆藩（tl）は繭贋歩合とラウジネスの発現との間

性が変ることである。即ちcip牽引より少さい牽引をし　　　には一義的な関連性はないのではないかと報告したが，

て得た絹の分裂憾は極めて低く・cip牽引を行うと分裂性　　　上の結果からもこのことを強調したい，繭厨歩合の向上

は急に寓くなる，この理由に就ては一つの推定㈹を行つ　　・と，繭質向上の手段として3繭飼育が研究されている

ている。蚕が吐糸によつて絹糸を生成して行く場合にも　　　が，この効果の向上は分裂性に対して悪い結果を来す

この説明は成り立つものと考える。また従来の諸家が述　　　（表面的には）しかしδ繭による繭層歩合の増加が直接ラ

ベているようにヲウジネスの一つの原因が分岐繊維であ　　　ウジネスに影響するのでなく，δ蚕の液状絹の熟度，吐

り，この分岐繊維の原因が絹糸腺の襲にあるとする解釈　　　糸速度等が影響するのであると解する方が妥当である。

・は以上の実験からは肯定出来ない，何故ならば液状網の　　　此の両蕾に対しては明かに区別して考察を下すことが必

牽引方溝を考えた場禽に牽引は両端の方向に行われるの　　　要であるQ

N。．4『 @膿観勘たが鋤区セζ麟漁かつた）第4凶静く
　　　　　　の微細分製を見ているのである。　（附園参照）

茎　（iii）雌別の徽の糊・
±　　雌雄によるラウジネスの発現に就てはl！旧㈹氏の辮ili

dr　　の報告がある・それによる凝髭繭糸は如何なる灘断条件

　　　　　　下に．於ごも常にラウジネスが多いのであゐ，繭糸の根元
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Table　8．｛Vhe　comparison　of　splitting　quality　of　Iiquid　silk　in　the♀and　6　silkworms

No．　of　esp，

3

No．1

？

N…1N…1・・4　N…　N…1　・N…

　　　　　　1　　　　　　　E　　　－

　　　　　　2　　　　　　　　　　　－

　　　　　　3　　　　　　　1　　　－

　　　　　　4　　　　　　　．　　　－

　　　　　ave，　　　　　…　　θ

Degree・f　streヒching・f　cip一　工5・×
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　［

十

一　　1

十　1　　　冊　旨　　　一　2　　－　　　　十

＋i　柵…　＿…　＿i　一

＋　　＋；　一…＋［＋
＋1　卦卜1　－－1－　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　I

Remarks：Sample　used　ChQk（⊃×Shinwa　in　autumn，　steeped　in　O，2％GHt）COOH，5min．

　　　　5cll1／sec．　stretchin騒velocity

＿飢調、∴55瓢，量。L、9。×

No．4

　十
H・1－

　十

　十

　㊥

11，0×

　（iv）品種別の絹物質の分裂性

　．以上の実1験によつて分裂性に影辮する一一・般的射項とし　　　　　2，：1

て，（1）液状絹の熟魔，〔2）繊維化の諸条件とを明かに．する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，　Ll
ことが出策たのであるnこれ算の点を班に明力・にするた

めセこ，ウラジネスの発現畷オcる品種創】いて岡…条件　　L’・　1

で牽引試験を行つて，cipの牽引倍数．形lxSI］繊維の構造　　　　2，tl

及頒騰を比帆た・　　　　　　匙・・

　1ｱ難鐸h灘罪11喉1：，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧

1〈二ind　of

silkworm

A“dur．18×
　　Chi．16

BNichi　115
　×Chi，108

C　Seihaku

The　st，et、hi。g　l　Ag，i、・g。f

d・9・・f・ip－Iiq・id・ilk

15×　lH｛gh
　　　　P

18×い1・d・raL・

48×　IVe「ylaw

　　　　　　　　o
Lousinet　s　　£

一．．　　　　．　　　　餌　1・5

　Severe
　　　　　　　　　I．

Maderate　　　　　　　　　　　　Degree　of　stretching

・？讐・．．　ng°2Rela豊翻瓢、譜藩ll＆鍵elling

描・rks・S［1・p・・i・・％守珪脚耳…e・・　　　ii：：：：：：奮躍1撒蕊，11i、9

　　　　　1cm／sec．　stretchm窟vel・c1ヒy・

　上の表に見るよ5にA種はcipに達する牽引倍数は　　　関係にあることを示している。しかし（｝種も液状絹の熟

少なく，そして微細分裂は極めて多い，C種はcipに　　　度を高めて（，蚕の場舎には過熟蚕として吐糸させ，入工確

逮するのに人種の約3倍を要する，そして分裂性は殆ど　　引の場脅には酸液の処理を適度に進める。）A種と殆ど

ない，IS種は両蕾の中間にある。この三種を同じ牽引倍　　　同じような牽引倍数でclPに達するようにすると微細

数だけ伸ばした場合には第7表の理由から（若し液状絹　　　繊維の分裂を起して来る。例えば齋引速礎を20cm／sec．

の性質が向じとすれば）当然分裂性は変つて幣るのであ　　　にもすると酷酸液の処理をしないでも10～11倍でcip

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に達し，膨潤比もA樋と略々同じとなり微細分裂を起し

　そこで此の三養のミセル配列度を縦横膨潤比によつて　　て来るのである，実際に蚕が吐糸を行5場合には生体的

比較して見ると次のような結果が得られた。　　　　　　　にも，繭形からも牽引速度には一定の限度があるので各

　帥ちA種は牽引倍数は小さいがcipのミセル配列度は　　　品覆の熟蚕時に於ける液状絹の熟度に対する牽引遠度と

良くなり，G｛filは牽引倍数は大きいがミセル酎列度は悪　　　倍数との関係が分裂1生に関係する露要な囚子の…っであ

いのである，この結果もまた絹の構造が分裂性と密接な　　　ると言うことが出来る。
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　　　　　　　　摘要　　3第一次の凝固をあたえる臨凝固度が適当の時に
以上の識験によつ欲のよう嫉証を得，灘絹の　分難撮高となる・　　　　　．

最1高欝中部糊撫最後部の諮あ蹴轟瓢瑛膿騰灘
2吐継長時醐」制しておく紛裂生購下し誕　件の横。よるものである。

熟蚕に吐糸させた残留絹物質も分裂性は低下する。

附　図　中部糸腺の液状絹を牽引して得た絹繊維の微細分裂

第1区（一）　　　　　　　　　　　　　第2区（一一）

第3区（＋）　　　　　　　　　　　　　第4区（冊）　　　　　『
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　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　’　　献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Further　the　author　pointed　out　that　the　cause　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　moleculor　orientation　of　silk　fiber　is　the　maturity　of

ユ・荻原繊囎大鞭2・B働2）（81は（1》　liq。id、i！k，、，，e、。hi。g　veI。city，。。d　d。、，ee。f、、，e，、h。d

　　　　　　　　　　　　　　に同じ　　　　　　　　　　　　　　　　of　liquid　silk　in　the　case　Qf　artificial　treaetmnt　of　it

2・　　’中纒糸学会研究発表会（1951・11）　。，c＿，、b，，、ssp。。b，，heg＿，、1k。。，m．

3・一：日本蚕学誌15・1・2・3（エ94a）　　．ln，he聯。，　p。p，，，　f。ll。wi。、，esul憶was。b，、i。，d
4・ @　；蚕継緬9・689，（195°）（・）姻じ　f，＿睡，x，，，・m。。，、，、。d，h，nhec。。ldb，・。。w

　　　　　．　：°藤学誌9・4・（1938）　　．，h、，　hi，　p。i。、。f。i，w　i，　i。f、1！ible　surely，

5’木・酬駄：蚕綿質離理化輸究1：1：構告（第　、．ri・h，．、pl、、、、。、，。。1、、y。，1、、1。id、、lk、，　m。，，　se，e，e

　　　　　　　　　　　　　　二報）（1949）　　　．i，、　t、e　p。，，　N。．4。＿、，h，　m、Cldl，、，1。。、，

　　　1⊥【°鰍郎：同・上第報（1951）（9）も同じ　、」。。cc。，d、。g、。、＿，e。f　d，、，ee、、，，、，e，、hed，

6．㈲に同じ
・・．舗歎郎，蚕齢・エ・＿22・（，19・・）　　　the　splitti”g　quality　°f　liquid　silk　is　bec°m｛ng　mρ「e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　high　and　it　become　suddenly　increase　by　stretching

11・荻原　清治；昼糸界報，62，727（工953）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　till　cip．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，The　splitting　quality　of　liquid　silk　of　the　male

　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　silkworm　more　than　high　compared　with　the　famale

　　In　the　previous　papers，　the　author　has　rep◎rted　that　　silkworm．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

the　exceedingly　imp◎rtant　o噸ne　of　lousiness　is　the　　　　4．　If　it　can　be　increase　to　the　maturity　of．liquid

splitting　quality．of　silk　fiber，　and　pointed　out　that　　silk　in　the　silk　gland　by　suitable　method，　although　the

closeτelation　between　the　splitしing．（．luality　and　the　　　sp1辻ting　quality　of　lilIuid　silk　of　grown　sllkwo＃瓢．　ie　low，

molecular・rientation　of　silk　fiber．　　　　　　　蚤t　bec。nle　to　more　high，　　　　‘
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